
　遺伝子関連・染色体検査を担当する技師は臨床検査業務全般においては少数であるが、感染症領域におけ

る病原体核酸検査を中心に簡易法や自動化装置が進歩し、また近年のゲノム医療の推進にともないこの領域

に携わる技師は増えつつある。さらに、昨今の SARS-CoV-2感染拡大により遺伝子関連・染色体検査に対応
できる技師の確保が社会的にも求められた。当講演では、臨床検査技師養成過程をもつ大学にて卒前教育に

携わっている立場から、遺伝子関連・染色体検査の人材育成について発表する。

　2021年 3月末に文科省・厚労省より、「臨床検査技師学校養成所指定規則の一部を改正する省令」が出さ
れ、検査技師養成施設のカリキュラムにおいて「遺伝子関連・染色体検査」を独立した必修科目として設置

することが必須となった。これまでは、各施設の裁量でカリキュラム構成され、例えば「分子生物学」や

「遺伝子工学」などの科目の中の一部で取り扱われていた。医療に資する臨床検査として、精度管理を含め

た核酸解析・染色体解析の理論と技術を学ぶ体制がようやく確立した。演者の所属施設は 2013年 4月に開科
した。開設時より、近年の社会・医療のおける遺伝子関連・染色体検査への要望・関心の高まりを踏まえて、

関連する教育カリキュラムを構成してきた。具体的には、「遺伝学」、「遺伝子・染色体検査学」、「遺伝

子検査学実習」（以上 3科目は必須科目）、「分子病態検査学」（選択科目）の 4科目を開講してきた。大
きな特徴として「遺伝学」を必修科目として設置している。ゲノム医療が推進されるなか、その検査に関わ

る医療従事者として、生命情報の継承と個体間の多様性に関する学問分野である「遺伝学」を修めることは

重要である。遺伝学的な知識の習得を基礎として、検査に必要な核酸関連解析技術およびその精度管理・質

保証について学ぶことができるプログラムとしている。「遺伝子・染色体検査学実習」においては、学生各

自が自身のアルコール代謝に関わる ADH1Bおよび ALDH2遺伝子バリアントを解析する。実習をとおして、
生殖細胞系列遺伝子検査の意味、被驗者へのインフォームド・コンセント、解析結果を含む個人情報の取扱

い、検査の精度管理・質保証などについて学習する構成である。

　ここでは、上述した臨床検査技師養成大学における遺伝子関連・染色体検査に関する教育カリキュラムを

紹介しつつ、技師教育における現状と課題について議論したい。
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